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ホオジロ♂ 

3 月 1 日（金）より予約受付開始 

▲高丸山千年の森 4 月の森の学校▲  

令和５年度 かみかつ 
里山倶楽部便り 

高丸山千年の森から 
おとどけします～ 

3/17（日）遊学の森の木でシイタケづくり（植菌） 
★遊学の森で間伐したコナラの原木を使って、菌打ちを

体験します。 
 
・指 導：徳島県森づくりリーダーの会 
・定 員：10 名 （先着順） 
・時 間：９時～12 時（予定）  
・参加費：1000 円/ホダ木 1 本 お土産 
・集 合：千年の森ふれあい館 
 
 

3 月号 

4/21（日） 

山で使える地図読み講座（初級） 
★地形図の読み方や、コンパスの使い方など、山歩き

の計画から実行までの基本を学びます。 

 
・講 師：田村 直人氏 
・定 員：15 名  
・時 間：9 時半～15 時（予定） 
・参加費：1500 円 
・集 合：千年の森ふれあい館 
 
 

3/24（日）遊学の森の恵み 春の薬草料理体験 
★山から里まで、身近にある野草を使って、料理してみ

ましょう。 
・講 師：渡辺 厚子氏 

・定 員：10 名 （先着順） 
・時 間：９時～14 時 30 分（予定） 
・参加費：2000 円 
・集 合：千年の森ふれあい館 
 

3/2（土）木のストラップづくり 
★広葉樹の枝を小さく切って、ピカピカに磨いて完成！ 
 
・講 師：大塚 康男氏 
・定 員：６組程度（先着順） 
・時 間：10 時～12 時  
・参加費：500 円 
・集 合：千年の森ふれあい館  

天候や講師の都合により、内容を変更することがあります。

詳細は、HP 掲載の行事チラシ（PDF）を参照ください。 

4/29（月・祝） 

野鳥のさえずりを聞こう 
★野鳥の声の「ききなし」や、さまざまな種類の野鳥の 

声を聴き分けるポイントを学びましょう。 
 
・講 師：三ツ井 政夫氏、高井 正明氏   
・定 員：15 名 （先着順） 
・時 間：9 時～14 時（予定） 
・参加費：500 円 
・集 合：高丸山駐車場 
 

高丸山で

みられる

野鳥たち 

この冬は、暖冬のせいで高丸山

の積雪はなかなか見られませ

ん。１月に凍結した時には、高

丸山へ向かう林道を積雪のた

め、徒歩で向かうことにしまし

た。新雪には、足跡がくっき

り！イタチ、テンやタヌキ、キ

ツネ、シカ、リス、ネズミ、ウ

サギなど、手に取るように動物

たちの行動が見えます。冬山の

楽しみです。 
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◇「かみかつ里山倶楽部」は、上勝町で活動す
る、さまざまな団体と協力して活動します。  
◇ＮＰＯ法人郷の元気 ◇㈱かみかついっきゅう 

◇㈱もくさん ◇㈲環境とまちづくり 

◇ハーモニーライフクラブ旭 ◇上勝林友会 

◇勝浦川若手林業研究会  ◇勝浦川流域ネットワーク 

◇やいたか ◇上勝自然体験学習研究会  
 

 

旭の山の楽校の主催で、ふれあい館前の駐車場にて、上勝町唯一の「とんど焼き」が実施されました。開催の前に、

田上校長の呼びかけで、能登地震や空港事故でお亡くなりになられた方を偲び、黙とう。祝詞のあと、子どもたちも一

緒に笑顔の点火式。立派に組まれた木組の中、町内の方々に持ち込まれた正月飾りなどが、天高く炎に包まれまし

た。ふるまわれた焼きみかんや鏡餅をほおばり、ふれあい館では、子供たちが、「木のおもちゃ遊び」を楽しみました。 

 

 

●1 月 8 日（日）クラフトづくり木のおもちゃであそぼう 
 

●1 月 21 日（日）千年の森セミナー「クマと森林について」ZOOM 講演 

千年の森HP↓ 【発行】一般社団法人かみかつ里山倶楽部 

「徳島県立高丸山千年の森」指定管理者 

千年の森ふれあい館  

〒771-4502 上勝町大字旭字中村 66-1 

TEL 0885-44-6680/FAX 0885-44-668１   

E-mail sennennomori@kkcatv.jp 

HP http://www.1000nen.biz-awa.jp/ 

  

今年はクマの主食になるブナの実の凶作のせいか、各地で人との軋轢が生まれています。悪い意味で注目が集まる

一方で、関心のある方も多く、今回、残念ながら講師は会場不在でしたが、ZOOM参加と来場者を併せて、約３０名近

くの方が参加されました。基調講演者は、四国のツキノワグマの調査、研究されているNPO法人四国自然史研究セン

ター所属の安藤喬平氏。クマの生態と四国の地域個体群の現状や、木頭で行われている保全プロジェクトの紹介な

ど、参加者からも生態や行動に対する質問も飛び交い、約3時間の講演もあっと言う間に感じられました。 

四国のクマは、日本で最も小型で、唯一、分布域が減少しています。その要因は、開発と針葉樹林の拡大、加えて戦

前・戦後の林業被害による駆除の推奨、1970年代には１頭40万円の報奨で60頭が駆除された歴史もあります。近年の

３０年間に、捕獲禁止措置がとられましたが、現在は剣山系の奥深くの尾根筋の広葉樹林帯を中心に、推定16～24頭

前後が棲息しているのみで、絶滅が心配されています。人との軋轢を避けた保全案も紹介されました。今年は、餌不

足のせいか、１月１３日に山犬嶽から高丸山の稜線にて、小グマの目撃情報がありました。警戒心が強く、向こうから襲

ってくる確率は低いと思われますが、単独での山歩きを避け、音を鳴らすなど出会いのリスク回避に努めてください。 
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